
数字から見る被災者

岩手県
①	１３，９８４戸
②	 ３，８０１戸
③	 １，５６６人

宮城県
①	２２，０９５戸
②	２５，８００戸
③	 ８，５４８人

福島県
①	１６，５１４戸
②	２５，０３６戸
③６２，６７４人

※①２月２７日現在、国土交通省調べ　②
２月７日現在、③２月２３日現在、ともに
政府・東日本大震災復興対策本部調べ

①応急仮設住宅戸数
②借り上げ民間賃貸住宅・入居戸数
③県外への避難者数

１
７
５
０
戸
分
の
整

備
費
２
２
８
億
円
な

ど
が
震
災
対
応
公
共

事
業
の
柱
で
、
加
え

て
雇
用
の
創
出
の

た
め
の
補
助
金
で

１
９
４
億
円
が
計
上

さ
れ
た
。

　

前
年
度
比
２
倍
、

過
去
最
高
と
な
っ
た

宮
城
県
は
１
兆
６
８

２
２
億
円
を
計
上

し
、
そ
の
う
ち
震
災

対
応
分
は
９
０
４
８

億
円
。
被
災
者
の
生

　

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災

３
県
の
２
０
１
２
年
度
一
般
会

計
の
当
初
予
算
は
、
震
災
復
旧

関
連
事
業
費
の
影
響
で
過
去
最

大
規
模
の
額
と
な
っ
た
。
３
県

合
計
で
約
４
兆
４
千
億
円
と
な

り
、
前
年
度
の
約
１
・
８
倍
ま

で
膨
れ
上
が
っ
た
。

　

岩
手
県
は
総
額
１
兆
１
１
８

３
億
円
を
計
上
し
、
そ
の
う
ち

震
災
対
応
分
は
約
４
６
５
２
億

円
と
な
っ
た
。
災
害
公
営
住
宅

活
環
境
確
保
の
た
め
の
住
宅
確

保
に
２
６
０
億
円
、
中
小
企
業

へ
の
貸
し
付
け
金
９
６
０
億

円
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に

４
２
８
億
円
と
な
っ
た
。

　

総
額
１
兆
５
７
６
４
億
円
と

な
っ
た
福
島
県
予
算
。
そ
の
う

ち
７
２
５
５
億
円
が
震
災
お
よ

び
原
発
事
故
へ
の
対
応
費
と

し
て
計
上
さ
れ
た
。
除
染
や

食
の
安
全
の
た
め
の
事
業
に

２
８
６
５
億
円
、雇
用
の
維
持
・

確
保
に
約
１
０
０
０
億
円
、
生

活
環
境
確
保
や
復
興
公
営
住
宅

に
約
３
４
０
億
円
な
ど
が
多
く

を
占
め
た
。

　

一
方
、
各
自
治
体
は
県
予
算

　

中
央
共
同
募
金
会
は
、
２
０

１
３
年
３
月
ま
で
の
予
定
だ
っ

た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
サ
ポ
ー
ト
募
金
（
通

称
：
ボ
ラ
サ
ポ
）」
の
期
限
を

２
年
間
延
長
し
、
２
０
１
５
年

３
月
ま
で
支
援
す
る
こ
と
を
、

第
３
回
の
Ｊ
Ｃ
Ｎ
現
地
会
議
で

発
表
。「
ま
だ
ま
だ
復
興
は
終

わ
ら
な
い
」
と
い
う
現
場
の
声

を
受
け
た
形
だ
。

　

今
回
の
延
長
発
表
に
合
わ
せ

て
助
成
方
法
も
一
部
変
更
に
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
支
援
金
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
支
払
わ

れ
て
い
た
が
、
短
期
活
動
（
30

日
以
内
）
の
上
限
１
０
０
万
円

以
下
の
助
成
に
関
し
て
は
助
成

決
定
時
に
ま
と
め
て
支
払
わ
れ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
期
活

動
（
30
日
以
上
）
の
活
動
支
援

金
の
上
限
だ
っ
た
３
０
０
万
円

を
３
年
間
で
最
大
１
０
０
０
万

円
に
引
き
上
げ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
活
動
団
体
の
多
く
が
当
座

の
活
動
資
金
や
資
金
繰
り
に
課

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
判
断
だ

と
言
え
る
。

　

こ
の
一
年
間
で
ボ
ラ
サ
ポ
は
、

の
べ
１
２
４
７
団
体
、
総
額
約

15
億
６
０
０
０
万
円
を
助
成
し

て
き
た
。
２
年
間
延
長
し
た
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
助
成
金

が
必
要
と
な
る
た
め
、
企
業
を

は
じ
め
と
し
て
支
援
を
広
く
呼

び
か
け
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
。

「
ボ
ラ
サ
ポ
」
を

２
年
間
延
長

２
０
１
５
年
３
月
ま
で

赤い羽根
募金

予
算
出
揃
い
本
格
復
興
へ

住
環
境
整
備
と
雇
用
創
出
に
注
力

１２年度予算

に
加
え
て
、
国
費
で
あ
る
復
興

交
付
金
を
財
源
に
復
興
を
推
進

す
る
事
が
で
き
る
。
１
月
末
ま

で
の
事
業
計
画
第
１
回
申
請
で

は
、
11
〜
12
年
度
分
で
７
県
78

市
町
村
が
総
額
３
８
９
９
億

円
、
う
ち
被
災
３
県
で
は
合
計

３
７
３
９
億
円
が
申
請
さ
れ
た
。

　

最
も
多
く
計
上
し
た
の
が

宮
城
県
の
２
０
３
２
億
円
で
、

防
災
集
団
移
転
に
４
４
４
億

円
、
災
害
公
営
住
宅
整
備
に

３
６
２
億
円
な
ど
が
柱
。
岩
手

県
、
福
島
県
も
同
様
に
住
宅
の

移
転
・
整
備
を
中
心
に
、
道
路

の
新
設
、
拡
幅
や
学
校
等
の
耐

震
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

復
興
交
付
金
は
第
３
次
補
正

予
算
の
目
玉
と
し
て
、
自
治
体

の
負
担
な
く
復
興
を
推
進
す
る

た
め
に
約
１
・
８
兆
円
が
用
意

さ
れ
た
。
自
治
体
か
ら
の
期
待

が
大
き
い
一
方
、
申
請
期
限
ま

で
に
政
府
の
求
め
る
事
業
計
画

を
作
成
で
き
ず
に
申
請
を
断
念

し
た
自
治
体
も
多
く
、
制
度
の

自
由
度
の
拡
充
を
希
望
す
る
要

望
も
聞
こ
え
て
き
て
い
る
の
が

現
状
だ
。

　

各
県
知
事
が
口
を
揃
え

て
「
復
興
元
年
」
と
い
う

２
０
１
２
年
。
復
興
計
画
推
進

の
た
め
の
莫
大
な
予
算
が
自
治

体
お
よ
び
復
興
交
付
金
に
よ
り

計
上
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
段

階
で
明
示
化
さ
れ
て
い
る
雇
用

創
出
の
補
助
金
お
よ
び
ハ
ー
ド

中
心
の
事
業
に
留
ま
ら
ず
、
真

の
産
業
復
興
や
新
た
な
産
業
創

出
へ
向
け
復
興
計
画
を
遂
行
す

る
た
め
に
、
柔
軟
な
予
算
執
行

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

復
興
交
付
金
へ
期
待

求
め
ら
れ
る
柔
軟
な
運
用

震
災
か
ら
一
年

	

心
と
力
の
連
帯
で
新
た
な
一
歩
を

問
題
へ
の
地
道
な
取
り
組
み
。

こ
の
一
年
、
多
く
を
失
っ
た
東

北
に
、
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
生

ま
れ
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
元
気

づ
け
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　

生
ま
れ
た
も
の
の
一
つ
に
は
、

従
来
の
垣
根
を
越
え
た
連
帯
が

あ
る
だ
ろ
う
。
今
ま
た
、
心
と

力
を
合
わ
せ
、
未
来
へ
の
一
歩

を
共
に
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

【
４
〜
７
面
の
大
特
集
へ
】

　

大
地
震
と
大
津
波
が
、
多
く

の
尊
い
命
と
、
多
く
の
家
と
生

業
と
、
多
く
の
「
ふ
る
さ
と
」

を
奪
い
去
っ
て
か
ら
、
１
年
が

経
つ
。
別
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
、

大
き
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
日
で

も
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
人
々
の

知
恵
と
夢
が
東
北
に
集
結
し
た
。

震
災
直
後
の
救
援
活
動
か
ら
、

イ
ン
フ
ラ
が
整
わ
な
い
中
で
の

復
旧
活
動
、
根
が
深
い
様
々
な

被災３県の２０１２年度予算および復興交付金申請額

２０１２年度予算

一般会計（億円） 主たる用途

復興交付金
第１回申請
（億円）

岩手県 ８４８１１,１８３
（震災対応分）４,６５２

災害公営住宅整備、雇用創出基金
漁港復旧、がれき処理など

宮城県 ２,０１６１６,８２２
（震災対応分）９,０４８

災害公営住宅整備、雇用創出基金
漁港復旧、がれき処理など

福島県 ８７５１５,７６３
（震災対応分）７,２５５

災害公営住宅整備、雇用創出基金
除染事業など

8
7
6
5
4
3
2
1
0

450
400
350
300
250
200
150
100
0

（億円） （件）

ボラサポの助成推移
第1次 第2次 第3次 第4次 第5次

応募総額
助成総額

応募総数
助成件数

４
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２月17日～3月１日

～
新
た
な
繋
が
り
を
活
か
し
、
東
北
に
「
起
業
」
の
息
吹
を
～

　

被
災
事
業
者
に
対
す
る
資
金

支
援
を
目
的
と
し
た
復
興
フ
ァ

ン
ド
が
数
多
く
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。
現
在
の
状
況
と
今
後
の

課
題
は
何
か
。

大
規
模
フ
ァ
ン
ド
の	

果
た
す
役
割
と
課
題

　

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
岩
手

銀
行
が
共
同
出
資
す
る
東
日
本

大
震
災
復
興
フ
ァ
ン
ド
「
岩
手

元
気
い
っ
ぱ
い
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合
」
は
本
年
２
月
、
大

被
災
事
業
者
の
再
建
へ	

	
	
	
	

	
	

復
興
フ
ァ
ン
ド
の
課
題
と
可
能
性

政策

外務省、ODAで復興外交
外務省は国際協力重点方針において、

復興外交を最重要課題とし、被災地の

水産加工品を海外向け支援物資にあて

る方針を示した。

仙台市、「農と食」特区申請
仙台市は、沿岸部農業の再生へ向け、

進出農業法人の法人税免除等を含む

「農と食のフロンティア推進特区」を申

請した。

まちづくり

陸前高田市、個別高台移転補助
陸前高田市は、５戸以上の移転の「防

災集団移転促進事業」対象とならない

小規模高台移転につき、独自の補助を

行うと発表した。

産業復興

宮城県、春の観光キャンペーン
宮城県は今年４〜６月を翌年の「仙台・

宮城ＤＣ」の事前イベントとしキャンペー

ンを実施する。被災地を廻り防災意識

向上等を狙う。

加企業、太陽光パネル工場計画
カナダの太陽電池最大手カナディアン

ソーラーは、福島県や宮城県での太陽

光パネル工場建設へ向けて調整を開始

した。

漁業

岩手県３漁協アワビ施設再建へ
岩手県内の３漁協は、３次補正予算を

活用し総額約４０億円でアワビ生産施

設の再建を図ると発表。

医療

福島県、医療特区申請へ
福島県は、震災や原発事故により医師

不足に悩む医療機関等を支援する特区

を申請する方針。医療従事者の配置基

準の緩和など。

原発・放射能

線量測定システム運用開始
文科省は、福島県内の学校や公園など

２７００カ所で放射線のリアルタイム測

定システムの運用を開始したと発表し

た。

帰還困難区域バリケード封鎖へ
政府は避難区域の見直しにともない、

「帰還困難区域」に通じる行動を、安全、

防犯上の理由からバリケード封鎖する

方針を固めた。

その他

震災がれき処理、難航
環境省は震災により発生したがれき

処理につき統計を発表した。３県で約

２２５３万トンのうち、処理済みは５％

に留まった。

宮城県沖の海域、大量がれき
宮城県は、同県沖に流出したがれきは

少なくとも２５０万立方メートルに上る

との調査資料を公開した。県は撤去作

業の本格化を急ぐ。

２２私大、復興へ連携組織
首都圏を中心とした２２の私大は、宮

城県南三陸町を拠点に連携組織「私大

ネット３６（さんりく）」を設立、産業復

興や街づくり、教育活動を行う。

槌
商
業
開
発
㈱
へ
の
融
資
を
実

施
し
た
。
同
社
の
運
営
す
る

「
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
・
マ
ス

ト
」
は
岩
手
県
沿
岸
地
域
最
大

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
。

　

主
に
政
府
や
金
融
機
関
が
主

体
と
な
っ
て
数
百
億
円
規
模
の

資
金
を
運
営
す
る
大
規
模
フ
ァ

ン
ド
は
、
地
域
経
済
に
影
響
力

を
持
ち
、
雇
用
を
多
く
抱
え
る

地
場
の
中
堅
規
模
以
上
の
企
業

を
支
援
対
象
と
す
る
場
合
が
多

く
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
し
か
し
一
方
で
、
リ
ス
ク

の
高
い
融
資
や
出
資
だ
け
に
、

多
重
債
務
を
抱
え
る
事
業
者
へ

の
審
査
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を

得
ず
、
即
時
性
に
欠
け
る
面
が

指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
復
興
資
金

を
必
要
と
す
る
被
災
事
業
者
の

多
く
は
個
人
事
業
主
で
、
か
つ

莫
大
な
数
に
の
ぼ
る
。
被
災
地

に
は
い
ま
だ
に
支
援
を
受
け
ら

れ
ず
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る

事
業
者
も
多
く
、
こ
れ
以
上
債

務
を
抱
え
た
く
な
い
と
い
う
思

い
も
強
い
。
そ
ん
な
中
で
、
融

資
で
は
な
く
少
額
の
出
資
を
募

る
「
市
民
フ
ァ
ン
ド
」
を
活
用

す
る
事
業
者
が
増
え
て
き
た
。

再
建
を
後
押
し
す
る	

市
民
フ
ァ
ン
ド

　

岩
手
県
山
田
町
。
創
業
56
年
、

県
内
お
よ
び
全
国
に
フ
ァ
ン
を

持
つ
飲
食
店
「
三
陸
味
処 

三

五
十
（
み
ご
と
）」
は
、
津
波

に
よ
り
店
舗
が
全
壊
し
た
。
だ

が
復
興
に
向
け
て
、
被
災
を
免

れ
た
自
宅
１
階
を
厨
房
に
改
装
、

仕
出
し
事
業
お
よ
び
海
藻
の
ア

カ
モ
ク
販
売
事
業
を
開
始
し
た
。

改
装
費
用
の
約
１
千
万
円
は
県

の
補
助
金
と
「
三
五
十
フ
ァ
ン

ド
」
で
調
達
し
た
。
こ
の
フ
ァ

ン
ド
を
運
営
す
る
の
は
東
京
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

ズ
㈱
だ
。
同
社
は
投
資
家
が
１

口
１
万
５
０
０
円
か
ら
自
分
で

事
業
を
選
択
で
き
る
「
セ
キ
ュ

リ
テ
被
災
地
応
援
フ
ァ
ン
ド
」

を
運
営
し
、
こ
れ
ま
で
に
総
額

で
約
６
億
円
の
資
金
を
集
め
て

い
る
。
１
万
５
０
０
円
の
内
訳

は
、
出
資
金
が
５
千
円
、
寄
付

が
５
千
円
、
５
０
０
円
が
手
数

料
だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
被

災
事
業
者
の
事
業
計
画
や
、
被

災
前
の
売
上
高
な
ど
も
紹
介
し

て
お
り
、
商
品
の
販
売
支
援
も

行
っ
て
い
る
。

　

岩
手
県
大
槌
町
の
水
産
加
工

業
者
の
任
意
団
体
「
立
ち
上
が

れ
！
ど
真
ん
中
・
お
お
つ
ち
」

は
自
身
が
営
業
・
運
営
主
体
と

な
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
１

口
１
万
円
の
資
金
提
供
を
呼
び

か
け
る
。
こ
れ
ま
で
に
８
千
万

円
を
超
え
る
資
金
が
寄
せ
ら
れ
、

サ
ケ
の
加
工
場
を
再
建
し
た
。

出
荷
が
可
能
に
な
っ
た
ら
、「
あ

ら
ま
き
鮭
」「
三
陸
の
恵
み
」

等
の
商
品
を
届
け
る
予
定
だ
。

市
民
フ
ァ
ン
ド
の
利
点
と	

今
後
の
課
題

　

市
民
フ
ァ
ン
ド
は
、
被
災
地

を
応
援
し
た
い
出
資
者
と
被
災

事
業
者
を
、
き
め
細
や
か
に
結

び
つ
け
ら
れ
る
。
ま
た
直
接
結

び
つ
く
こ
と
で
、
一
緒
に
復
興
し

て
い
る
と
い
う
感
情
が
フ
ァ
ン
を

生
み
、
事
業
者
の
販
路
拡
大
に

つ
な
が
る
と
い
う
の
も
利
点
だ
。

　

だ
が
中
に
は
思
う
よ
う
に
資

金
調
達
が
で
き
な
い
事
業
者
も

い
る
。
こ
れ
は
取
り
扱
う
製
品
、

市
場
特
性
に
起
因
し
、
も
と
も

と
比
較
的
全
国
各
地
に
顧
客
基

盤
を
も
つ
事
業
に
資
金
が
集
ま

り
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
市
民
フ
ァ
ン
ド

で
は
、
本
格
的
な
設
備
投
資
を

伴
う
多
額
の
資
金
調
達
は
容
易

で
な
い
。
震
災
か
ら
１
年
が
経

ち
、
徐
々
に
関
心
が
薄
れ
、
支

援
が
先
細
り
す
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。
更
に
は
そ
も
そ
も
震

災
前
か
ら
担
い
手
が
減
少
し
て

い
る
事
業
は
、
当
面
の
資
金
調

達
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
難

し
い
課
題
が
残
る
。
東
北
に

限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
現
在

全
国
の
漁
師
の
平
均
年
齢
は
65

歳
。
震
災
が
な
か
っ
た
と
し
て

も
厳
し
い
実
情
と
い
え
る
。

資
金
調
達
の
先
に
あ
る	

課
題
解
決
に
向
け
て

　

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
の

「
Ｏ
Ｈ
ガ
ッ
ツ
」
は
、
個
人
事

業
主
だ
っ
た
漁
師
ら
12
名
が
震

災
を
機
に
立
ち
上
げ
た
合
同
会

社
だ
。「
Ｏ
Ｈ
ガ
ッ
ツ
」
は
、

牡
蠣
・
ホ
ヤ
・
帆
立
・
銀
鮭
の

養
殖
オ
ー
ナ
ー
制
度
「
そ
だ
て

の
住
人
」
で
２
千
万
円
以
上
の

資
金
を
調
達
し
た
。

　

同
社
は
こ
の
制
度
を
通
じ
、

単
に
料
金
を
前
払
い
し
て
商
品

を
買
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な

く
、
出
資
者
に
対
し
積
極
的
に

養
殖
の
体
験
学
習
の
場
を
提
供

し
て
い
る
点
に
特
長
が
あ
る
。

こ
れ
は
「
そ
だ
て
の
住
人
」
に

な
る
出
資
者
自
身
が
作
り
手
と

な
り
、
自
分
が
作
っ
た
も
の
を

食
べ
る
喜
び
を
感
じ
て
欲
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
だ
。
ま
た
海

産
物
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

運
営
な
ど
、
水
産
業
と
リ
ン
ク

し
た
観
光
産
業
を
興
す
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。
こ

う
し
た
活
動
は
、
購
買
を
促
す

だ
け
で
な
く
、
三
陸
の
漁
業
へ

の
関
心
と
親
し
み
を
高
め
る
と

期
待
し
た
い
。

　

従
来
か
ら
厳
し
い
環
境
に

あ
っ
た
産
業
の
復
興
は
、
日
本

全
体
が
抱
え
る
大
き
な
問
題
で

も
あ
る
。
し
か
し
今
、
個
人
事

業
主
の
ま
ま
で
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
、
震
災
を
契
機
に
生

産
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
る
こ
と
で
可
能
と
な
っ
た
の

は
事
実
だ
。
市
民
か
ら
出
資
と

い
う
形
で
支
援
を
受
け
、
そ
こ

で
生
ま
れ
た
繋
が
り
を
活
か
し

て
自
立
し
た
事
業
者
を
目
指
す
。

東
北
に
芽
生
え
始
め
た
、
こ
う

し
た
「
起
業
」
の
息
吹
が
、
日

本
が
抱
え
る
課
題
を
吹
き
飛
ば

す
旋
風
と
な
る
と
願
い
た
い
。
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●
ド
コ
モ
市
民
活
動
団
体
へ
の

助
成

【
対
象
団
体
】活
動
実
績
２
年
以

上
の
、
民
間
の
非
営
利
活
動
団

体
。
法
人
格
要
（
申
請
中
の
場

合
、
７
月
末
ま
で
に
法
人
登
記

完
了
見
込
み
の
団
体
）。※
複
数

団
体
の
協
働
事
業
で
中
間
支
援

組
織
が
代
表
申
請
団
体
と
な
る

場
合
、
そ
の
協
働
グ
ル
ー
プ
。

【
対
象
事
業
】「
子
ど
も
を
守

る
」
た
め
の
支
援
活
動
。【
助

成
金
額
】
１
団
体
あ
た
り
50
万

円
（
最
高
２
０
０
万
円
ま
で
申

請
可
能
。
50
万
円
超
は
審
査

の
う
え
決
定
）。
※
必
要
経
費

の
20
％
程
度
を
各
団
体
で
負

担
、
80
％
程
度
を
助
成
。【
提

出
書
類
】
申
請
書
【
応
募
締

切
】
３
月
30
日
必
着
【
Ｈ
Ｐ
】

http://www.m
cfund.or.jp/

adm
ission/action.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

モ
バ
イ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
フ
ァ
ン
ド
事
務
局 

℡03(3509)7651

℻ 03(3509)7655 

Ｅ
メ
ー

ルinfo@m
cfund.or.jp

●
丸
紅
基
金
「
東
日
本
大
震
災

復
興
助
成
金
」

【
対
象
団
体
】
非
営
利
の
法
人     

（
３
年
以
上
活
動
実
績
が
あ
る

団
体
は
非
法
人
も
可
）
で
、
震

災
に
よ
り
設
備
・
機
器
・
車
両
・

家
屋
等
が
損
傷
し
、
活
動
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
団
体
。【
対

象
事
業
】
社
会
福
祉
事
業
【
助

成
金
額
】
１
件
あ
た
り
上
限

５
０
０
万
円
【
提
出
書
類
】 

（1）

申
込
書 

（2）
定
款 

（3）
役
員
名
簿 

（4）
申
込
団
体
お
よ
び
申
込
対
象

施
設
の
決
算
書（
収
支
計
算
書
、

貸
借
対
照
表
） 

（5）
対
象
事
業
案

件
に
要
す
る
費
用
の
根
拠
と
な

る
書
面 

（6）
団
体
・
施
設
の
案

内
書 

（7）
所
在
地
地
図 

（8）
被
害

状
況
の
説
明
資
料
（
写
真
等
）

【
応
募
締
切
】
３
月
31
日
消
印

有
効
【
Ｈ
Ｐ
】http://www.

m
arubeni.or.jp/prom

ote/
guidelines/tabid/70/
Default.aspx

【
問
い
合
わ
せ
】

（社）
丸
紅
基
金 

℡03(3282)7591

・7592 

℻ 03(3282)9541 

Ｅ
メ
ー
ル 

m
kikin@m

arubeni.com

●
街
な
か
再
生
助
成
金

【
対
象
団
体
】
ま
ち
づ
く
り
事

業
を
行
う
、
準
備
組
合
・
勉

強
会
・
協
議
会
、NPO

法
人
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
等
【
対
象
事

業
】
街
な
か
の
再
生
に
寄
与
す

る
活
動
・
事
業 

※
詳
細
は
Ｈ

Ｐ
参
照
【
助
成
金
額
】
１
件
あ

た
り
上
限
１
０
０
万
円
【
提
出

書
類
】 

（1）
申
請
書 

（2）
申
請
団

体
の
概
要 

（3）
事
業
の
内
容 

（4）

事
業
予
算
書 

（5）
市
町
村
の
推

薦
状 

（6）
申
請
団
体
関
係
書
類 

（7）
活
動
内
容
等
が
わ
か
る
資

料 

（8）
返
信
用
封
筒
【
応
募
締

切
】
３
月
31
日
必
着
【
Ｈ
Ｐ
】

http://www.sokusin.or.jp/
m

achinaka/subsidy/24/
subsidy.htm

l

【
問
い
合
わ
せ
】

（財）
区
画
整
理

促
進
機
構
街
な
か
再
生
全
国
支

援
セ
ン
タ
ー

℡

0
3

(3
2

3
0

)8
4

7
7 

℻03(3230)4514 

Ｅ
メ
ー
ル 

m
ail@sokusin.or.jp

　

震
災
後
に
避
難
所
と
な
っ
た

地
域
の
学
校
は
、
避
難
施
設
と

し
て
の
建
物
の
役
割
と
、
被
災

者
の
誘
導
・
案
内
な
ど
運
営
の

役
割
の
双
方
が
求
め
ら
れ
た
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
役
割
が
順
調

に
機
能
し
た
学
校
と
そ
う
で
な

い
学
校
に
、
あ
る
特
徴
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ

は
普
段
か
ら
地
域
と
の
連
携
が

取
れ
て
い
る
学
校
は
、
避
難
所

運
営
の
自
治
化
に
大
き
な
混
乱

け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
。
ま
た

国
は
５
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
な

ら
安
全
と
言
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
個
々
の
食
品
の
数
値
が
い

く
つ
な
の
か
は
答
え
ら
れ
な

い
。
こ
れ
も
市
民
で
測
定
所
を

立
ち
上
げ
た
理
由
で
す
」
と
広

報
担
当
の
阿
部
宣
幸
さ
ん
。
昨

年
７
月
に
市
民
団
体
の
事
務
所

の
一
角
を
借
り
て
オ
ー
プ
ン
、

10
月
に
は
独
自
に
測
定
所
を
設

け
た
。
一
時
期
は
、
申
し
込
み

の
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル

が
殺
到
、
対
応
し
き
れ
ず
に
や

む
を
得
ず
電
話
線
を
抜
い
た
ほ

ど
だ
と
い
う
。
い
か
に
多
く
の

人
々
が
正
確
な
情
報
を
知
り
た

が
っ
て
い
る
か
が
う
か
が
え
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

 市
民
放
射
能
測
定
所
は
、
現

在
、
福
島
県
内
に
10
か
所
を
数

え
、
さ
ら
に
県
外
に
も
数
ヶ
所

設
立
の
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。
地
域
を
超
え
た
食
品
汚
染

が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
市
民
が

自
分
た
ち
を
守
る
た
め
の
情
報

を
持
つ
こ
と
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文
／
ふ
く
し
ま
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
・
遠
藤 
惠
）

の
ぐ
ら
い
の
数
値
な
の
か
、
そ

も
そ
も
基
準
自
体
が
信
頼
で
き

る
の
か
と
い
う
疑
念
が
あ
る
か

ら
だ
。

 こ
の
よ
う
な
食
と
健
康
の
問

題
に
、
市
民
の
側
か
ら
い
ち
早

く
行
動
を
起
こ
し
て
き
た
の

が
、「
市
民
放
射
能
測
定
所
」だ
。

　
福
島
市
民
有
志
が
昨
年
５
月
、

フ
ラ
ン
ス
の
環
境
保
護
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ク
リ
ラ
ッ
ド
の
協
力
の
も
と
に
、

食
品
の
自
主
検
査
を
行
な
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
設
立
。

「
当
初
驚
い
た
の
は
、
地
元

産
の
シ
イ
タ
ケ
か
ら
９
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
と
い
う
非
常
に
高
い

数
値
が
出
て
き
た
こ
と
。
こ
れ

は
自
分
た
ち
で
き
ち
ん
と
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
場
所
を
つ
く
ら
な

 食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
規
制
値
が
４
月

か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
水
は
現
在
の
暫

定
基
準
値
２
０
０
ベ
ク
レ
ル

か
ら
新
基
準
値
10
ベ
ク
レ

ル
、
以
下
同
じ
く
牛
乳
・
乳

製
品
は
２
０
０
ベ
ク
レ
ル
か

ら
50
ベ
ク
レ
ル
、
野
菜
・
穀

物
な
ど
の
食
品
は
５
０
０
ベ

ク
レ
ル
か
ら
１
０
０
ベ
ク
レ

ル
（
乳
幼
児
食
品
は
50
ベ
ク

レ
ル
）
と
な
る
。

人
々
が
放
射
能
汚
染
に

よ
る
食
の
安
全
に
不
安
を
抱

き
、
よ
り
厳
し
い
基
準
を
求
め

る
な
か
、
新
基
準
は
そ
れ
ら
の

声
に
応
え
た
も
の
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
現
に
、
厚
労
省
が
国
民

か
ら
募
っ
た
意
見
で
も
、
基
準

を
「
厳
し
く
す
べ
き
」
と
い
う

声
が
約
８
割
あ
っ
た
と
い
う
。

　い
ま
で
も
、
福
島
の
多
く
の

人
々
は
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
野
菜

な
ど
を
、
悩
み
つ
つ
手
に
取
っ

て
い
る
。
市
場
に
出
回
る
食
品

は
一
応
基
準
値
を
下
回
る
も
の

と
知
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
ど

ふ
く
し
ま
を
生
き
る	

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら	

―
―	

②

食
の
安
心
と
健
康
を
自
分
た
ち
の
手
で

が
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
の
調
査
を
実
施
し
た
文
部

科
学
省
の
長
田
徹
さ
ん
は
「
地

域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
学
校
を
支
援
す
る
た
め
の
組

織
づ
く
り
を
行
う
『
学
校
支
援

本
部
』（
※
）
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
学
校
で
は
、
学

校
と
地
域
住
民
と
の
繋
が
り
が

強
く
、
結
果
と
し
て
避
難
所
運

営
の
自
治
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
よ
う
で
す
」
と
話
す
。
ま

た
、
日
常
的
に
学
校
支
援
に
関

わ
っ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

も
「
お
互
い
の
名
前
を
呼
び
合

え
る
関
係
の
中
で
は
、
互
い
に

必
要
と
さ
れ
る
配
慮
が
分
か
っ

て
い
る
の
で
、
住
民
同
士
や
先

生
と
の
チ
ー
ム
が
組
み
や
す

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た

と
い
う
。
学
校
と
地
域
の
「
顔

の
見
え
る
関
係
」
に
よ
っ
て
、

自
然
な
役
割
分
担
や
ル
ー
ル
作

り
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
が
避
難

所
運
営
の
「
質
」
に
影
響
を
与

え
た
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
避
難
所
を
整
理
し

教
育
活
動
を
再
開
す
る
際
に
も
、

自
治
組
織
の
世
話
役
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
。「
学
校
や
行
政

が
避
難
者
に
移
動
を
お
願
い
す

る
の
と
、
自
治
を
担
っ
て
い
る

住
民
の
中
か
ら
『
子
供
た
ち
の

授
業
が
始
ま
る
か
ら
掃
除
し
よ

う
』
と
い
う
声
が
出
て
く
る
の

と
で
は
、
そ
の
後
の
動
き
が
変

わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
学
校
と

避
難
者
双
方
の
立
場
が
理
解
で

き
、
双
方
に
名
前
を
呼
び
合
え

る
関
係
を
持
つ
地
域
住
民
の
調

整
に
よ
っ
て
、
教
育
活
動
の
再

開
が
と
て
も
順
調
に
進
ん
だ
と

言
え
ま
す
」
と
長
田
さ
ん
。

　

ま
た
学
校
と
地
域
の
「
絆
」

づ
く
り
に
つ
い
て
、「
学
校
と
地

域
が
支
え
合
う
仕
組
み
は
、
発

災
し
、
混
乱
し
た
状
態
か
ら
築

く
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
普

段
か
ら
紡
い
で
き
た
絆
こ
そ
が

危
機
的
な
場
面
で
生
き
る
の
で

す
。
人
間
関
係
の
構
築
で
す
か

ら
、『
顔
の
見
え
る
関
係
』『
名

前
を
呼
び
合
え
る
関
係
』『
支

え
合
え
る
関
係
』
と
し
っ
か
り

段
階
を
踏
む
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
語
る
。

　

地
域
で
教
育
の
質
を
高
め
よ

う
と
始
ま
っ
た
学
校
・
地
域
連

携
。
こ
の
絆
は
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
鍵
と
し
て
未
来
に

果
た
す
役
割
も
大
き
い
。

【
注
釈
】

（
※
）
地
域
全
体
で
学
校
教
育

を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
平
成
20
年
に
文
部
科

学
省
が
開
始
し
た
事
業
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

日
頃
か
ら
学
校
と
地
域
の
絆
を

福島市の測定所では、
食品の測定器（写真）３台と、
ホールボディカウンダ―１台を備える。

長田徹さん
仙台市教育委員会指導主事として学力
向上、キャリア教育、学校支援地域本部
を担当、現在は文部科学省で全国の学校・
地域連携の推進に取り組んでいる。

Q.避難所において
自治組織が立ち上がる過程は
順調だったか。（校長回答）

学校支援地域本部 未設置 20校

学校支援地域本部 設置 20校

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

どちらともいえない

混
乱
が
見
ら
れ
た

混
乱
が
見
ら
れ
た

0

順調だった

順
調
だ
っ
た%

3540

35

%

5
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不
眠
不
休
で
走
り
回
っ
た
震
災
直
後
の
混
乱
か
ら
、
瓦
礫
撤
去
や
イ
ン

フ
ラ
復
旧
に
汗
を
か
く
日
々
、
仮
設
住
宅
住
民
の
ケ
ア
か
ら
、
そ
し
て
産

業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
へ
知
恵
を
絞
り
議
論
を
重
ね
て
き
た
日
々
。

と
き
に
美
し
い
だ
け
で
は
な
い
リ
ア
ル
な
現
実
に
、
立
ち
向
か
い
続
け
て

き
た
復
興
の
友
た
ち
へ
、
各
方
面
の
リ
ー
ダ
ー
・
同
志
か
ら
、
一
年
の
振

り
返
り
と
、
こ
の
先
未
来
へ
向
か
う
べ
き
針
路
、
決
意
を
聞
い
た
。

　

広
範
囲
に
多
種
多
様
な
問
題
が
絡
み
合
い
山
積
す
る
復
興
へ
の
取
り
組

み
。
そ
の
中
で
、
今
ま
で
な
ら
あ
り
得
な
か
っ
た
よ
う
な
、
様
々
な
垣
根

を
越
え
た
協
力
と
連
帯
が
生
ま
れ
て
き
た
。
今
ま
た
、
心
と
力
を
合
わ
せ
、

「
元
に
戻
す
だ
け
で
は
な
い
そ
の
先
」の
復
興
を
目
指
し
前
進
を
開
始
し
た
い
。

　

当
市
、
陸
前
高
田
市
は
市
役

所
が
完
全
に
被
災
し
、
３
０
０

人
い
た
職
員
の
う
ち
68
名
、
臨

時
雇
用
の
方
も
含
め
る
と
１
０

５
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

建
物
も
完
全
に
壊
れ
、
本
来

あ
っ
た
行
政
の
デ
ー
タ
や
文
章
、

条
例
の
デ
ー
タ
も
喪
失
。
行
政

機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
他

自
治
体
か
ら
多
大
な
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
岩
手
県
や

一
関
市
か
ら
職
員
派
遣
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
と
し
て
名
古
屋
市
か

ら
20
名
を
越
え
る
職
員
が
応
援

と
い
う
形
で
当
市
の
指
揮
系
統

に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
お
付
き
合
い
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

名
古
屋
市
か
ら
「
陸
前
高
田
市

を
支
援
す
る
」
と
積
極
的
な
意

思
表
明
を
い
た
だ
け
た
の
で
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
支
援
す
る
側

と
し
て
も
防
災
関
連
に
つ
い
て

職
員
に
学
ば
せ
る
機
会
に
な
る

と
い
っ
た
狙
い
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
我
々
も
特
定
の
機
関
か
ら
支

援
を
受
け
、
陸
前
高
田
市
の
気

持
ち
と
し
て
も
、
将
来
も
し
名

古
屋
に
有
事
が
あ
っ
た
際
に
は
、

積
極
的
に
助
け
に
い
く
ぞ
、
と

い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

住
居
と
雇
用
の
問
題
を	

	

い
か
に
解
決
す
る
か

　

陸
前
高
田
市
と
し
て
市
民
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
き

く
２
つ
。
雇
用
の
問
題
と
住
居

の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
の
問
題
へ
の
対
策
は
、

短
期
的
に
は
震
災
で
失
業
し
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
の
職
を
生
む

こ
と
。
企
業
誘
致
も
そ
の
一
つ

で
、
食
事
宅
配
の
ワ
タ
ミ
タ
ク

シ
ョ
ク
株
式
会
社
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
、
先
方
か
ら
の
申
し

出
に
よ
り
作
る
こ
と
が
決
定
し
、

70
名
を
雇
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
頃
か
ら

の
稼
働
に
な
り
ま
す
が
、
神
奈

川
の
株
式
会
社
グ
ラ
ン
パ
の
植

物
工
場
の
建
設
も
決
定
し
て
い

ま
す
。
陸
前
高
田
で
は
、
農
業

は
漁
業
に
次
ぐ
基
幹
産
業
で
す

が
、
今
ま
で
農
業
に
携
わ
っ
て

こ
な
か
っ
た
人
た
ち
が
一
か
ら

始
め
る
と
な
る
と
、
自
営
業
を

始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
一

大
決
心
が
必
要
で
す
。
植
物
工

場
の
よ
う
な
も
の
は
新
し
い
農

業
の
形
で
は
な
い
か
と
期
待
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
土
地
の
造

成
と
ハ
ウ
ス
を
建
て
始
め
、
６

月
頃
か
ら
操
業
開
始
。
30
名
程

度
の
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

中
長
期
の
雇
用
と
し
て
は
次

世
代
が
働
け
る
産
業
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

地
域
は
も
と
も
と
仕
事
が
な
く

若
い
人
が
残
ら
な
い
…
…
残
れ

な
い
地
域
で
す
。
こ
の
状
況
を

放
っ
た
ま
ま
で
は
復
興
は
叶
い

ま
せ
ん
。
今
は
ま
だ
特
定
で
き

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
長
い
目
で
見
た
と
き
に
は
、

陸
前
高
田
ら
し
い
産
業
を
興
す

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
三

陸
沿
岸
は
漁
業
、
林
業
、
農
業

な
ど
の
一
次
産
業
が
主
流
で
す

が
、
そ
れ
に
関
わ
る
加
工
や
商

品
化
す
る
部
分
な
ど
…
…
ど
ん

な
産
業
が
当
市
に
ふ
さ
わ
し
い

の
か
議
論
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

課
題
は
土
地
探
し	
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
を
意
識

　

目
下
も
ろ
も
ろ
の
課
題
は
土

地
探
し
で
す
。
工
場
を
建
て
る

に
し
て
も
、
高
台
移
転
に
し
て

も
場
所
が
必
要
。
一
番
欲
し
い

の
は
造
成
の
手
間
が
か
か
ら
な

い
、
平
ら
な
土
地
で
す
が
、
そ

う
い
う
場
所
に
は
す
で
に
仮
設

住
宅
が
建
っ
て
い
る
た
め
、
実

質
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あv

と

は
山
を
切
る
く
ら
い
し
か
選
択

肢
が
な
い
の
で
す
。
こ
の
仮
設

市
役
所
の
前
も
山
で
す
が
、
買

収
に
か
か
っ
て
い
て
、
こ
こ
を
な

ら
し
て
公
営
住
宅
を
３
０
０
戸

ほ
ど
建
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
こ
う
い
う
場
所
が

何
十
カ
所
も
必
要
で
す
。

　

浸
水
地
を
使
う
と
考
え
る
な

ら
、
地
盤
沈
下
を
元
に
戻
す
の

に
も
時
間
が
か
か
り
、
防
潮
堤

を
作
る
の
に
も
５
年
か
か
る
で

し
ょ
う
。
い
ま
申
し
出
て
く
れ

て
い
る
企
業
も
５
年
は
待
っ
て

く
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
山

を
切
っ
て
造
成
す
る
方
が
早
い

で
す
よ
ね
。
こ
う
い
っ
た
所
は
、

や
は
り
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

被
災
民
が
希
望
を
持
て
る	

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
い
く	

　

昨
年
、
被
災
し
た
方
々
は
避

難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
り
ま

し
た
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
い
つ

進
め
る
の
か
、
不
安
に
感
じ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
何
年
か
か

る
に
し
て
も
い
ず
れ
は
出
て
行

く
わ
け
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
、

ど
う
い
う
場
所
に
、
ど
う
い
う

条
件
で
、
い
つ
出
て
行
け
る
の

か
…
…
。
た
と
え
ば
、
も
と
も

と
住
ん
で
い
た
土
地
が
い
く
ら

で
売
れ
る
か
が
決
ま
ら
な
け
れ

ば
新
し
い
と
こ
ろ
に
移
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
見
通

し
が
な
か
な
か
立
た
ず
、
我
々

も
明
確
に
答
え
ら
れ
ず
に
、
心

苦
し
い
部
分
で
す
。

　

我
々
も
皆
さ
ん
を
移
転
さ
せ

る
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
土
地

が
必
要
で
、
公
営
住
宅
が
ど
れ

く
ら
い
必
要
か
を
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
り
し
な
が
ら
見

繕
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
時
間
が
か
か
る
の
で
す
。
工

夫
し
て
、
少
し
で
も
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま

す
が
、
３
０
０
０
人
い
る
地
権

者
と
の
交
渉
や
土
木
工
事
が
一

晩
で
終
わ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
１
０
０
０
戸
は
必

要
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
公
営

住
宅
も
一
気
に
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
少
し
ず

つ
前
に
進
め
る
し
か
な
い
の
で

す
。   

　

今
は
ま
だ
見
渡
し
て
も
が
れ

き
し
か
な
く
、
何
も
希
望
が
見

え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

小
さ
く
て
も
一
つ
の
成
功
事
例

が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
市
民

を
勇
気
づ
け
ま
す
。
８
年
間
あ

る
当
市
の
震
災
復
興
計
画
の
中

で
、
地
域
住
民
か
ら
見
た
ら
希

望
に
な
る
よ
う
な
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
を
、
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

復
興
の
針
路

小
さ
く
て
も
一
つ
の
成
功
事
例
が
、

市
民
を
勇
気
づ
け
る

特別インタビュー企画

─
元
に
戻
す
だ
け
で
は
な
い

そ
の
先
へ
─

震
災
よ
り
１
年
、
復
興
と
向
き
合
っ
て
き
た
志
士
に
聞
く

（
く
ぼ
た
た
か
し
）

京
都
大
学
卒
、
01
年
内
閣
府
入
り
。
ニ
ー
ト
対
策
を
内
容
と
す

る
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
の
制
定
等
に
携
わ
る
。

05
年
よ
り
英
国
留
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
Ｍ
Ｂ
Ａ
等
を
取
得
。

11
年
10
月
よ
り
現
職
。

岩手県陸前高田市　副市長

久保田 崇さん
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福
島
県
は
放
射
能
汚
染
と
い

う
固
有
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
他
県
で
行
わ
れ
て
い
る
の

が
被
災
後
の
復
興
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
福
島
に
求
め
ら
れ

る
の
は
今
な
お
被
災
し
続
け
て

い
る
中
で
の
復
興
に
な
り
ま
す
。

人
口200

万
人
弱
の
福
島
県

で
６
万
人
も
の
県
外
待
避
者
が

お
り
、
そ
れ
が
日
々
増
加
し
て

い
る
の
が
現
状
な
ん
で
す
。

　

課
題
解
決
を
難
し
く
し
て
い

る
の
は
、
放
射
能
が
目
に
見
え

な
い
だ
け
で
な
く
、
放
射
能
に

ど
う
対
応
す
べ
き
か
と
い
う
方

　

せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
１
週
間
後

の
３
月
18
日
に
、
み
や
ぎ
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
準
備
室
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
当
時
は
私
た
ち

も
沿
岸
被
災
地
の
情
報
を
十
分

に
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た

が
、
過
去
の
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
被
災
地
に
入
っ
て
く
る
様
々

な
団
体
と
被
災
地
側
の
団
体
を

つ
な
ぐ
機
能
が
必
要
に
な
る
だ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

　

立
ち
上
げ
後
す
ぐ
に
色
々
な

支
援
団
体
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
支
援

針
も
見
え
な
い
こ
と
。
行
政
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
最
終
的
に
は
個
人
の

判
断
に
委
ね
る
と
い
う
姿
勢
に

な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
被
災

地
に
住
む
人
々
に
も
、
支
援
す

る
人
に
と
っ
て
も
二
重
の
意
味

で
見
え
な
い
課
題
な
ん
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
震
災
か
ら
１

年
が
経
過
す
る
こ
と
で
生
ま
れ

て
き
た
変
化
が
あ
り
ま
す
。
県

外
待
避
す
る
子
供
が
増
え
て
い

る
中
で
教
育
環
境
を
維
持
で
き

る
か
、
県
外
待
避
し
な
が
ら
も

長
時
間
通
勤
で
仕
事
を
続
け
ら

れ
る
か
な
ど
、
残
る
側
に
も
待

避
す
る
側
に
も
様
々
な
課
題
が

発
生
し
ま
す
。
昨
年
の
暮
れ
ぐ

ら
い
か
ら
目
立
っ
て
き
た
の
が
、

待
避
す
べ
き
か
否
か
の
議
論
に

力
を
割
く
よ
り
も
、
現
実
の
課

題
に
対
し
て
実
際
に
で
き
る
こ

に
入
る
団
体
が
現
場
の
状
況
を

聞
き
に
来
た
り
、
炊
き
出
し
な

ど
の
支
援
を
開
始
し
て
い
る
団

体
が
情
報
を
持
ち
寄
っ
て
き
て

く
れ
た
り
…
…
。
そ
し
て
、
集

ま
っ
た
情
報
か
ら
判
断
し
た
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
持
つ

５
つ
の
団
体
が
一
緒
に
な
っ
て
み

や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー(

以

下
、
み
や
ぎ
連
復)

を
３
月
25

日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

み
や
ぎ
連
復
の
役
割
は
、「
支

援
し
た
い
人
・
組
織
」「
支
援
物

資
」
と
「
支
援
の
受
け
入
れ
側
」

を
つ
な
げ
る
こ
と
。
今
回
の
震
災

で
全
国
か
ら
多
く
の
方
々
が
支

援
を
申
し
出
て
く
れ
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
話
と
な
る
と
、「
ど
こ

に
支
援
が
必
要
？
」「
ど
こ
に
物

資
を
送
っ
た
ら
い
い
？
」
と
い
う

状
況
で
し
た
。
こ
れ
を
適
切
な

と
に
知
恵
と
労
力
を
割
く
と
い

う
変
化
で
す
。
支
援
者
は
こ
う

し
た
目
に
見
え
は
じ
め
た
動
き

を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
継
続
し

て
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
の
で
す
。

復
興
に
特
化
し
た
行
政	

政
策
の
大
学
院
を
開
設

　

震
災
の
復
興
へ
の
取
り
組
み

は
被
災
地
に
と
っ
て
必
要
な
だ

け
で
な
く
、
今
後
の
日
本
、
さ

ら
に
は
世
界
に
と
っ
て
学
ぶ
べ

き
重
要
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と

な
り
ま
す
。
今
年
４
月
、
福
島

大
学
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
活
か
し
今
後
災
害
復
興

の
要
と
な
る
人
材
を
輩
出
す
る

べ
く
、
災
害
復
興
に
特
化
し
た

サ
テ
ラ
イ
ト
大
学
院
を
開
設
し

ま
す
。
開
設
に
先
だ
っ
た
記
念

支
援
先
と
つ
な
げ
て
、
需
供
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
み
や
ぎ
連
復
５
団

体
に
加
え
て
、
そ
の
他
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
行
政
関
係
者
や
企
業
が
必

要
に
応
じ
て
参
加
で
き
る
情
報

交
換
会
を
６
月
ま
で
は
毎
日
、

以
降
も
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
行
っ

て
い
ま
す
。

は
ば
た
け
フ
ァ
ン
ド
設
立
被

災
し
た
団
体
を
助
成

　

当
組
織
と
し
て
は
、
11
年
の

４
月
下
旬
に
「
は
ば
た
け
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
。
こ
れ
は
す
で
に

９
年
間
運
用
し
て
き
た
「
み
ん

み
ん
フ
ァ
ン
ド
」
を
震
災
用
に

適
用
し
た
も
の
で
す
。
第
１
次

助
成
で
は
、
被
災
し
て
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
た
３
団
体
と

炊
き
出
し
な
ど
の
支
援
で
現
地

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル

経
済
学
賞
受
賞
者
の
ア
マ
ル

テ
ィ
ア
・
セ
ン
氏
が
記
念
講
演

を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
い
か

に
世
界
が
注
目
し
て
い
る
か
が

分
か
り
ま
す
。

　

復
興
の
た
め
に
は
、
被
災
者

の
課
題
意
識
に
加
え
て
、
仕
組

み
を
生
み
出
し
て
い
け
る
人
材

の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。
人
は

仕
事
で
こ
そ
成
長
し
ま
す
か
ら
、

行
政
や
大
学
な
ど
の
組
織
は
、

福
島
の
課
題
を
整
理
し
、
広
く

発
信
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
優

秀
な
人
材
を
集
め
る
役
割
を
に

な
う
べ
き
で
す
。

　

し
か
し
、
外
の
人
材
を
集
め

る
だ
け
で
は
完
結
し
ま
せ
ん
。

最
終
的
に
復
興
を
成
し
遂
げ
る

に
は
、
内
で
育
っ
た
人
材
だ
か

ら
で
す
。
遠
回
り
の
よ
う
に
感

に
入
っ
て
い
た
１
団
体
に
活
動
資

金
と
し
て
合
計
１
１
０
万
円
を

助
成
。
そ
の
後
は
、
寄
附
を

募
っ
て
、
２
次
助
成
、
３
次
助

成
を
通
し
て
計
お
よ
そ
６
０
０

万
円
。
今
は
４
次
助
成
の
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

は
ば
た
け
フ
ァ
ン
ド
以
外
に
も
、

被
災
地
の
団
体
へ
の
資
金
支
援

約
１
０
０
０
万
円
近
く
を
行
い

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
資
金

提
供
を
検
討
し
て
い
る
東
京
の

助
成
団
体
な
ど
へ
、
普
段
か
ら

色
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
と
の
つ

な
が
り
や
し
く
み
を
持
つ
う
ち
の

よ
う
な
組
織
が
情
報
提
供
す
る

こ
と
で
、
円
滑
な
資
金
支
援
が

実
現
し
た
の
で
す
。
私
た
ち
が

や
っ
て
い
る
の
は
後
方
支
援
。
そ

の
方
法
が
、
情
報
な
の
か
、
場

所
な
の
か
、
お
金
な
の
か
…
…

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

か
ら
人
材
を
育
て
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
結
局
は
復

興
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

世
代
間
を
つ
な
ぐ		

育
成
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
が
鍵

　

放
射
能
の
影
響
は
今
後
30
年

以
上
続
く
わ
け
で
す
か
ら
、
福

島
の
課
題
解
決
の
た
め
の
人
材

育
成
は
世
代
を
超
え
た
長
期
的

な
視
点
が
必
要
で
す
。

　

今
後
５
年
〜
10
年
の
ス
パ
ン

で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
を
考
え
ま
す
と
、
ま
ず
必
要

な
の
は
各
世
代
ご
と
の
人
材
育

成
の
仕
組
み
作
り
で
す
。
特
に
、

今
後
を
担
う
若
い
世
代
に
つ
い

て
は
、
少
子
化
に
加
え
県
外
の

待
避
人
口
も
多
く
絶
対
数
が
少

色
々
な
情
報
を
俯
瞰
的
に
集
め

つ
つ
、
活
動
し
て
い
る
団
体
が
欲

し
い
も
の
を
見
つ
け
て
き
て
つ
な

げ
ま
す
。
こ
れ
は
、
震
災
前
か

ら
も
行
っ
て
き
て
、
震
災
後
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

ス
タ
ン
ス
で
す
。

ま
だ
必
要
な
支
援
が
、	

継
続
さ
れ
る
仕
組
み
を
！

　

復
興
の
フ
ェ
ー
ズ
の
移
り
変
わ

り
に
よ
っ
て
、
役
割
を
終
え
た

支
援
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
必

要
な
支
援
、
新
た
に
必
要
な
っ

た
支
援
も
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
地
元
に
あ
っ
た
団
体
が
少
し
ず

つ
活
動
を
再
開
し
て
き
て
い
る
一

方
で
、
１
年
目
の
３
月
11
日
を

契
機
に
県
外
に
拠
点
を
持
つ
団

体
が
引
き
上
げ
始
め
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
目
下
の
課
題

な
い
わ
け
で
す
か
ら
手
厚
い
支

援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

20
代
、
30
代
は
既
に
復
興
の

現
場
で
活
躍
し
て
い
る
人
材
を

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
、
同
世
代

に
広
げ
て
い
け
ま
す
。
10
代
以

下
に
つ
い
て
は
親
の
影
響
か
ら
、

仕
事
や
社
会
に
対
し
て
不
安
を

抱
え
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
今
後
被
災
地
に
留
ま
る

か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
仕
事
や

社
会
に
対
し
て
意
欲
を
持
て
る

就
業
体
験
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
代
ご
と
の
人
材
育
成
の
仕

組
み
の
次
に
、
世
代
間
を
つ
な

ぐ
育
成
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
30
年

後
に
は
、
行
政
に
お
い
て
も
企

業
に
お
い
て
も
今
の
20
代
の
若

者
が
意
思
決
定
を
し
て
い
る
わ

は
、
こ
れ
ま
で
現
地
で
支
援
し

て
く
れ
て
き
た
人
た
ち
の
活
動

を
、
い
か
に
現
地
の
団
体
に
引

き
継
ぐ
か
で
す
。
私
た
ち
は
、

そ
う
い
っ
た
団
体
が
お
互
い
に
顔

を
合
わ
せ
る
場
を
作
っ
て
、
マ
ッ

チ
ン
グ
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
受
け
継
ぎ

を
地
道
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
と
行
政
の
連
携

し
た
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

も
重
要
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

震
災
後
に
発
足
し
た
、
国
と
県

と
自
衛
隊
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
す
る
４
者
会
議
で
、
私
ど

も
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
枠
と
い
う
こ

と
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

民
間
と
行
政
が
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
新
し
い
場
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
が

今
後
支
援
を
し
て
い
く
上
で
も

と
て
も
画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
っ

（
べ
に
む
ら
あ
き
こ
）

広
告
企
画
・
制
作
、
編
集
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
等
の
仕
事
を
経

て
、
95
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
研
究
会
に
参
加
。
97
年
、
せ
ん
だ
い
・

み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
理
事
・
事
務
局
長
に

就
任
。
11
年
３
月
よ
り
代
表
理
事
に
。

（
た
ん
ば
ふ
み
の
り
）

福
島
大
学
行
政
社
会
学
類
准
教
授
。
震
災
以
降
は
、
大
学
の

枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、
多
方
面
で
災
害
の
実
態
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
行
政
機
関
へ
の
政
策
提
言
を

行
っ
て
い
る
。

特定非営利活動法人
せんだい・みやぎＮＰＯセンター代表理事

福島大学准教授・災害復興研究所研究員
ふくしま連携復興センター代表理事

け
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
世

代
を
越
え
て
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を

共
有
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
被
災
後
１
年
で
様
々
な
成

果
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
同
じ
世
代
同
士
が
集

ま
っ
て
個
別
に
成
果
を
出
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

今
後
、
個
々
の
活
動
の
連
携
が

生
ま
れ
る
と
、
世
代
を
越
え
た

成
長
の
機
会
が
増
え
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
、
大

学
と
し
て
も
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
事
者
の
課
題
意
識
か
ら
生

ま
れ
た
活
動
が
、
雇
用
と
教
育

の
場
を
産
み
、
そ
れ
が
連
携
し

て
い
く
こ
と
で
世
代
を
越
え
て

生
活
が
成
り
立
つ
地
域
づ
く
り

が
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
復
興

な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
「
民
間
か
ら
の
政
策
提
案
」
と

は
昔
か
ら
あ
る
言
葉
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
公
共
支
援
事

業
や
新
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
基

盤
が
整
備
さ
れ
て
い
く
中
で
最

も
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
行
政
は
、
被
災

地
の
生
活
支
援
な
ど
、
目
の
前

の
多
大
な
業
務
に
忙
殺
さ
れ
て

し
ま
う
現
状
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
大
変
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
団

体
が
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て

政
策
提
言
を
行
い
、
自
治
体
と

連
携
で
き
る
部
分
を
積
極
的
に

担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の

連
携
を
支
え
て
い
く
と
い
う
部

分
で
今
後
も
役
割
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

紅邑 晶子さん丹波 史紀さん

困
難
な
課
題
だ
か
ら
こ
そ

人
を
育
て
る
仕
組
み
作
り
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
は
、

自
治
体
と
積
極
的
な
連
携
を
！

（5） ２０１２年（平成 24 年）3 月 5 日 月曜日（復興 360 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 4 号
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も
し
震
災
前
に
一
番
大
切
な

も
の
を
聞
か
れ
た
ら
、
間
違
い

な
く
工
場
だ
と
答
え
て
い
た
で

し
ょ
う
。
約
10
年
前
に
覚
悟
し

て
今
ま
で
に
な
い
額
の
借
金
を

し
て
建
て
た
自
慢
の
工
場
。
毎

日
朝
晩
、
用
が
な
く
て
も
工
場

の
前
を
通
っ
て
い
た
程
で
す
。

　

も
う
少
し
で
借
金
の
返
済
が

終
わ
る
と
い
う
と
き
に
、
津
波

で
全
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

で
も
今
思
う
の
は
、
あ
の
工
場

が
一
番
大
切
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
然
工

場
が
な
く
て
は
商
品
は
つ
く
れ

ま
せ
ん
が
、
最
も
大
切
な
の
は

人
で
あ
っ
た
り
技
術
だ
と
、

は
っ
き
り
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
１
年
で
若
い
人

た
ち
と
接
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
気
仙
沼
に
は
大
学
が
な

く
、
進
学
す
る
高
校
生
た
ち
は

町
を
出
て
行
き
、
大
半
が
そ
の

ま
ま
外
で
就
職
し
ま
す
。
若
い

人
が
少
な
い
町
で
し
た
。
そ
れ

が
震
災
を
機
に
多
く
の
若
い
人

や
大
学
生
が
戻
っ
て
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

接
し
て
思
い
ま
し
た
が
、
本

当
に
若
い
人
た
ち
は
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。
彼
ら
が
生
き
生
き

と
誇
り
も
っ
て
仕
事
を
で
き
、

収
入
だ
け
で
な
く
豊
か
に
暮
ら

せ
る
ス
テ
ー
ジ
を
、
私
た
ち
大

人
は
創
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

優
秀
な
子
が
１
０
０
人
中
の
30

人
で
も
い
い
の
で
地
元
に
残
り
、

地
方
を
照
ら
す
人
材
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

気
仙
沼
に
生
ま
れ
た	

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

若
者
が
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た

大
き
な
理
由
は
、
教
育
や
私
た

ち
親
の
世
代
に
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
高
校
で
生
徒
に
配
る
進

学
に
関
す
る
冊
子
に
は
、
大
学

の
学
部
や
大
企
業
の
紹
介
は

あ
っ
て
も
、
地
元
の
産
業
で
あ

る
水
産
業
は
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。

親
も
「
継
が
な
く
て
い
い
」
と

言
っ
て
い
た
ん
で
す
。
大
変
だ

し
こ
ん
な
儲
か
ら
な
い
こ
と
や

め
て
お
け
っ
て
。
震
災
前
か
ら
、

後
継
者
の
問
題
や
経
済
的
苦
境

で
の
閉
塞
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
今
、
若
い
人
が
戻
っ
た

り
、
多
く
の
支
援
を
頂
い
て
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
町
に
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
上
を
ふ
さ
い

で
い
た
屋
根
に
穴
が
開
い
て
、

そ
こ
か
ら
空
が
見
え
た
よ
う
な

感
じ
で
す
。
漁
師
町
の
気
仙
沼

に
は
、
昔
か
ら
威
勢
の
い
い
競

い
合
い
の
文
化
が
あ
る
ん
で
す

が
、
復
興
に
お
い
て
も
「
あ
い

つ
が
何
か
始
め
た
」「
負
け
て
ら

ん
ね
え
」
と
い
い
意
味
で
競
い

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
経

験
を
生
か
し
た
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

斉
吉
で
は
今
ま
で
の
業
務
用

ラ
イ
ン
を
縮
小
し
、
個
人
向
け

ビ
ジ
ネ
ス
に
集
中
し
ま
す
。
何

が
正
解
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い

け
れ
ど
、
ご
支
援
の
お
陰
で
可

能
性
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
前

は
一
気
に
何
か
を
変
え
る
な
ん

て
無
理
で
し
た
が
、
今
は
で
き

る
。
そ
れ
で
徐
々
に
将
来
が
見

え
て
く
れ
ば
、
更
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
増
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

三
陸
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し	

地
方
の
再
生
を

　

私
た
ち
の
今
年
の
方
針
は

「
工
夫
と
整
理
整
頓
」
で
す
。

も
う
以
前
の
も
の
は
な
い
ん
だ

か
ら
、
今
を
基
準
と
し
て
積
み

上
げ
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
何

を
持
っ
て
い
て
何
を
し
た
い
か
１

つ
１
つ
整
理
し
て
、
昔
か
ら
三

陸
に
あ
っ
た
問
題
の
打
ち
手
を

考
え
て
い
き
た
い
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
思
う
の
は
、
や
っ
ぱ

り
三
陸
の
産
物
は
素
晴
ら
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
原
料
だ
っ
た
り
半
製
品
の
状

態
で
外
に
出
し
て
き
ま
し
た
が
、

例
え
ば
こ
れ
を
も
っ
と
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
支
援
に

来
た
人
た
ち
が
皆
一
様
に
三
陸

の
幸
に
感
動
し
て
く
れ
ま
す
が
、

裏
を
返
せ
ば
価
値
を
伝
え
て
来

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ア
ワ
ビ
、
ウ
ニ
、
ふ
か
ひ
れ
、

マ
グ
ロ
に
牡
蠣
で
す
よ
。
儲
け

云
々
の
前
に
、
価
値
あ
る
も
の

を
正
し
い
価
値
で
取
引
す
る
や

り
方
を
、
我
々
は
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
１
つ
は
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
と
そ
の
発
信
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
博
多
の
明

太
子
は
有
名
で
す
が
、
身
の
た

ら
は
三
陸
や
北
海
道
産
で
す
。

一
方
、
三
陸
の
牡
蠣
は
手
塩
に

か
け
た
最
高
級
品
も
普
通
の
も

の
も
同
じ
よ
う
な
値
段
で
取
引

さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
今
ま

で
外
部
に
任
せ
て
い
た
商
品
へ

の
価
値
づ
け
を
産
地
で
行
い
、

顧
客
に
直
接
届
る
と
い
う
、
三

陸
全
体
が
で
き
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
に
挑
戦
し
な
く
て
は
。
今

ま
で
の
生
産
コ
ス
ト
積
み
上
げ

型
の
値
づ
け
や
流
通
形
態
を
見

直
す
と
共
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
含
め
た
商
品
力

向
上
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
陸
沿
岸
は
、
全
部
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
新
し

い
も
の
を
作
り
出
せ
る
時
。
全

国
の
人
と
一
緒
に
試
行
錯
誤
し

て
、
成
功
や
失
敗
の
モ
デ
ル
を

作
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
関
わ
っ
た
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
で
そ
の
経
験
を
元
に

活
躍
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た

地
方
づ
く
り
を
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

値
づ
け
、
流
通
、
情
報
発
信
、

一
つ
一
つ
見
直
し
て
新
た
な
三
陸
を

　

い
わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）
は
昨
年
４

月
、「
み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン

タ
ー
」
に
な
ら
い
各
地
域
の
活

動
を
補
完
す
る
広
域
的
な
中
間

支
援
組
織
と
し
て
県
内
の
中
間

支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
に
設
立
し

ま
し
た
。

　

岩
手
県
は
、
震
災
前
か
ら
年

間
１
万
人
、
１
％
ず
つ
人
口
が

減
少
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
起

き
た
震
災
で
し
た
。
集
落
、
さ

ら
に
は
市
町
村
の
消
滅
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
元
に
戻
す
の
で
は

な
く
、
新
し
く
作
る
つ
も
り
で

10
年
後
、
人
口
増
に
転
じ
る

日
本
初
の
町
を
岩
手
か
ら

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
口
が
減
れ
ば
税
収
も
減
る

た
め
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
構
造

改
革
も
必
要
で
す
。
公
共
サ
ー

ビ
ス
は
必
ず
し
も
行
政
が
提
供

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民

の
参
画
、
協
働
が
進
め
ば
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
受
益
者

が
よ
り
近
く
な
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
よ
り
効
果
的
、
効
率
的

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
に
つ

な
が
り
、
持
続
可
能
な
社
会
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
北
上
市
で
は
、
震

災
前
か
ら
、
行
政
・
民
間
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
相
談
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
く
文
化
が
あ
り
、
こ

の
信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
、
地

域
に
と
っ
て
一
番
い
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
仕
組
み
を
創
る
お
手
伝

い
を
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
の	

ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
す

　

今
後
、
お
お
よ
そ
小
学
校
区

単
位
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

や
課
題
解
決
を
行
う
仕
組
み
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
地
元
で

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の
人

が
生
み
、
地
域
の
中
で
経
済
が

循
環
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
だ

け
で
は
足
り
な
い
部
分
を
「
外

貨
」
で
稼
ぐ
と
い
う
考
え
方
で

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
大
船
渡
市
の
全
て

の
仮
設
団
地
に
常
駐
で
支
援
員

さ
ん
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト
計
算
を
す
る
と
、
一
世

帯
あ
た
り
月
に
１
万
円
弱
、
年

間
10
万
円
ほ
ど
で
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
計
算
で
す
。
今
は

緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ば
、
住
民
が

自
分
で
出
せ
な
い
金
額
で
は
な

い
。
ち
ょ
っ
と
い
い
マ
ン
シ
ョ
ン

で
は
、
共
益
費
で
よ
り
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
る
管
理

人
さ
ん
が
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

　

北
上
市
の
黒
岩
地
区
、
３
３

０
戸
、
住
人
１
０
０
０
人
く
ら

い
の
地
域
で
は
、
住
民
が
お
金

を
集
め
、
農
協
か
ら
施
設
を
買

い
取
り
ま
し
た
。
高
齢
者
や
独

居
の
方
に
栄
養
価
の
高
い
も
の

を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
必
要
な
数
量
は
15
個
か

ら
30
個
で
、
収
支
が
合
わ
な
い
。

そ
こ
で
、
地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
食
事
を
提
供
す
る
、
町
内
の

事
業
所
か
ら
弁
当
の
注
文
を
受

け
る
な
ど
し
て
、
50
個
く
ら
い

の
ロ
ッ
ト
に
し
ま
す
。
地
域
に

軸
が
あ
る
の
で
、
協
力
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す

る
ん
で
す
。

　

黒
岩
地
区
の
隣
の
更
木
地
区

で
は
、「
外
貨
」
を
稼
ぐ
た
め

に
桑
茶
を
販
売
し
よ
う
と
、
地

域
の
人
で
会
社
を
起
こ
し
ま
し

た
。
桑
摘
み
の
仕
事
は
、
岩
手

で
は
高
い
時
給
７
０
０
円
。
た

だ
し
、
１
人
１
日
３
時
間
し
か

働
け
な
い
。
お
ば
ち
ゃ
ん
、
じ

い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

が
、
小
遣
い
稼
ぐ
べ
、
と
。
一

人
が
多
く
働
い
て
い
っ
ぱ
い
稼

ぐ
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
が

ち
ょ
っ
と
豊
か
に
な
る
仕
組
み

で
す
。

　

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
仕
組
み
を
創
る
こ
と
が

持
続
的
な
良
い
地
域
社
会
に
つ

な
が
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
地

域
で
優
れ
た
事
例
が
出
て
き
て

い
ま
す
が
、
取
り
組
み
が
遅
れ

た
地
域
を
ど
う
底
上
げ
す
る
か
、

地
域
間
の
格
差
を
減
ら
す
の
か

が
、
私
た
ち
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
や
各
地

域
の
支
援
組
織
の
仕
事
で
す
。

持
続
可
能
な
地
域
を
創
る

　

今
後
の
３
年
５
年
10
年
を
考

え
る
上
で
大
切
な
の
は
、
自
治
。

そ
れ
か
ら
、｢

補
完
の
原
則｣

で
す
。
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
す
る
、

そ
し
て
で
き
な
い
こ
と
を
補
完

し
あ
え
る
よ
う
な
体
制
。
自
分

た
ち
が
住
み
た
い
地
域
は
自
分

た
ち
で
創
る
の
が
一
番
で
す
。

　

来
年
の
３
月
の
段
階
で
、
市

町
村
ご
と
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
、

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
程
度
定
ま
っ

た
上
で
地
域
づ
く
り
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
と
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
長
期
的
に
は
、
岩
手
県

が
日
本
の
地
方
で
初
め
て
人
口

減
少
を
止
め
る
県
に
な
る
こ
と

を
一
つ
の
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

10
年
後
の
２
０
２
１
年
ま
で
に
。

そ
う
な
っ
た
ら
私
た
ち
は
「
い

わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
」
で

は
な
く
て
「
い
わ
て
連
携
セ
ン

タ
ー
」
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

も
と
も
と
震
災
に
関
わ
ら
ず
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
る
の

は
絶
対
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
岩
手
県
の
内
陸
部
の

人
間
と
し
て
、
ま
た
中
間
支
援

組
織
と
い
う
立
場
で
の
役
割
は

そ
の
繋
ぎ
役
や
、
仕
組
み
を
つ

く
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
。

あ
く
ま
で
主
役
は
地
域
で
す
。

（
き
く
ち
ひ
ろ
と
）

盛
岡
市
出
身
、
早
稲
田
大
学
卒
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

経
て
、
06
年
岩
手
県
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
北
上
市
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
携
わ
る
。
震
災
後
は
、
大
船
渡
市
や
大
槌
町
、
釜
石
市
の

仮
設
住
宅
支
援
員
な
ど
、
復
興
関
連
施
策
を
推
進
す
る
。

（
さ
い
と
う
か
ず
え
）

夫
と
共
に
気
仙
沼
市
で
水
産
加
工
会
社
「
斉
吉
商
店
」
を
経
営
。

津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
も
、
復
興
フ
ァ
ン
ド
「
セ
キ
ュ

リ
テ
」
を
活
用
し
、
ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
挑
む
。

商
品
は
「
金
の
さ
ん
ま
」
を
は
じ
め
全
国
に
フ
ァ
ン
を
持
つ
。
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（株）斉吉商店　専務取締役

菊池 広人さん斉藤 和枝さん
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復興の針路特別総力企画

う
の
に
で
す
。

  
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
発
達
す

る
な
か
で
、
今
回
の
よ
う
な
大

規
模
な
災
害
時
に
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
が
力
を
持
つ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
上
が
っ
て
く
る
情

報
だ
け
で
は
不
完
全
な
の
で
、

な
る
べ
く
正
し
い
情
報
を
伝
え

る
た
め
に
は
自
治
体
や
政
府
と

の
連
携
が
重
要
で
す
。

　

私
は
鳩
山
内
閣
時
に
首
相
に

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
利
用
を
勧
め
る

な
ど
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

活
用
提
言
を
し
て
い
ま
し
た
。

震
災
後
す
ぐ
、
当
時
一
緒
に
働

い
た
政
府
関
係
者
に
連
絡
を
取

り
、
政
府
と
連
携
し
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
提
供
を
す
る
民

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
助
け
あ
い
ジ

ャ
パ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
す
ぐ
、

直
接
被
災
者
の
方
々
に
役
立
つ

情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
届
け
る
の
は
無
理
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
広
範

に
被
害
が
及
び
、
情
報
拠
点
と

な
る
現
地
の
自
治
体
も
流
さ
れ

て
い
る
。し
か
も
被
災
者
の
方
々

は
、
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
繋
が
ら
な
い
状
況
だ
っ
た

の
で
す
。

  

そ
こ
で
被
災
地
外
の
方
が
、

支
援
を
行
う
の
に
役
立
つ
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
状
況
を
市
町
村
別
に

わ
か
り
や
す
く
整
理
し
、
支
援

す
る
側
が
、
ど
こ
に
な
に
を
支

援
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
る

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
構
築
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
使
い		

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

  

助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
は
基
本
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
今
回
、
こ
の
活
動
を

通
じ
て
驚
い
た
の
は
、
世
の
中

に
は
志
の
あ
る
人
た
ち
が
本
当

に
沢
山
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
の
べ
三
百
人
以
上

の
方
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
一

流
の
ス
キ
ル
を
持
ち
、
仕
事
を

し
な
が
ら
、
先
輩
も
後
輩
も
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
主
に

Facebook
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
情
報
を
共
有
し
て
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
毎
日
の
よ

う
に
顔
を
合
わ
せ
る
ス
タ
ッ
フ

も
い
れ
ば
、
私
自
身
、
ま
だ
会

っ
た
こ
と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
も
い

ま
す
。
物
理
的
に
ひ
と
つ
の
場

所
に
集
ま
ら
な
く
と
も
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
た
と
い

う
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
全
体
と
し
て	

	

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を

  

長
期
的
に
は
、
国
全
体
で
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
を
使
え
る
こ
と
が､

結

果
的
に
災
害
の
備
え
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
若

者
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄
り
も
、

い
ま
はiPad

な
ど
使
い
や
す
い

デ
バ
イ
ス
が
出
て
き
て
い
る
の

で
、
情
報
を
収
集
す
る
、
繋
が

る
手
段
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
、

も
し
次
の
災
害
が
起
こ
っ
た
時

に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
国

全
体
で
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
底

上
げ
し
、
皆
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
多
縁
社
会

を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

復
興
の
ポ
イ
ン
ト
は	

当
事
者
意
識

  

阪
神
の
震
災
後
、
２
年
も
３

年
も
経
っ
て
も
活
動
し
て
い
る

方
々
が
い
て
、
被
災
者
と
し
て

大
変
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
関
与
し
続
け
る
、
伴
走
し

続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

  

復
興
へ
の
道
の
り
は
長
丁
場
で

す
。

 

私
自
身
が
阪
神
大
震
災
の
被

災
者
で
す
。
兵
庫
県
の
夙
川
に

い
て
、
震
度
７
を
経
験
し
ま
し

た
。
そ
の
時
に
「
情
報
」
は
水

や
食
料
と
同
じ
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

  

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
、
ど

う
し
て
も
最
大
公
約
数
的
な
も

の
に
な
り
が
ち
で
す
。
阪
神
の

震
災
の
時
に
も
、
震
災
当
日
に

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
も
し
首

都
圏
で
起
こ
っ
た
ら
」
と
い
う

よ
う
な
番
組
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
こ
っ
ち
は
水
も
食
料
も
無

く
、
人
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
い

　

被
災
者
の
方
も
、
支
援
し
て

い
る
方
も
、
い
ま
東
北
と
関
係

の
な
い
方
も
、
自
分
自
身
と
の

接
点
を
見
つ
け
て
、
ジ
ブ
ン
ゴ

ト
と
し
て
関
わ
り
続
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、

自
分
の
ス
タ
ン
ス
で
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
、
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

個
人
的
に
は
、
日
本
人
は
全

員
、
一
度
は
東
北
へ
行
く
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り

行
か
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
で
は
な
く
、
自
分
の
目
で
見

て
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
今

回
の
震
災
が
自
分
に
と
っ
て
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
今
後
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い

の
か
、
分
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

情
報
は
、水
や
食
料
と
同
じ

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

私
が
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ　

Ｋ
Ｉ
Ｂ

Ｏ
Ｗ
（
以
下
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
）」

を
立
ち
あ
げ
た
の
は
、
２
０
１

１
年
３
月
14
日
。
被
災
地
で
復

興
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
議
論
す
る

「
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
」
会
議
を
中
心

に
、
海
外
へ
の
情
報
発
信
、
寄

付
の
三
本
柱
で
し
た
。
た
だ
、

当
時
の
私
に
は
「
自
然
の
前
に

人
間
は
無
力
」
と
い
う
思
い
が

強
か
っ
た
。
ま
だ
余
震
が
頻
発

し
て
い
た
時
期
で
し
た
。

　

し
か
し
１
年
間
の
活
動
を
通

じ
て
、
私
に
も
貢
献
で
き
る
こ

起
業
家
精
神
の
伝
播
が

真
の
復
興
を
支
え
る

と
が
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
。

特
に
そ
れ
は
被
災
地
に
お
け
る

新
た
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
創

出
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

例
え
ば
４
月
12
日
に
い
わ
き
市

で
行
っ
た
「
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
い
わ

き
」
に
は
、
鈴
木
賢
治
さ
ん
と

い
う
若
者
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
実
家
が
全
壊
被
害
に
あ
っ

た
人
で
す
。
当
時
鈴
木
さ
ん
は

自
分
の
思
い
を
一
言
も
語
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
の

後
一
念
発
起
し
、
復
興
屋
台
村

「
夜
明
け
市
場
」
を
立
ち
あ
げ

ま
す
。「
震
災
と
原
発
と
い
う

二
重
苦
の
い
わ
き
に
賑
わ
い
を

創
り
た
い
」
と
駅
前
の
飲
食
店

街
に
被
災
し
た
飲
食
店
を
集
め

た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
明
る
く

な
る
い
わ
き
市
を
信
じ
「
夜
明

け
」
と
名
付
け
た
と
。

ま
た
「
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
盛
岡
」
に

参
加
し
た
芳
賀
正
彦
さ
ん
は
、

親
戚
や
知
人
を
亡
く
さ
れ
ま
し

た
。
で
も
避
難
所
生
活
を
送
る

有
志
12
名
で
任
意
団
体
を
設
立

し
、
瓦
礫
で
作
っ
た
薪
「
復
活

の
薪
」
の
販
売
を
始
め
た
。「
自

分
は
何
か
の
働
き
が
あ
っ
て
生

か
さ
れ
た
。
亡
く
な
っ
た
友
人

や
親
類
に
笑
わ
れ
な
い
生
き
方

を
し
た
い
」
と
そ
の
言
葉
は
力

強
か
っ
た
。

日
本
の
「
ボ
ト
ム
」
が	

評
価
さ
れ
て
い
る

　

こ
の
よ
う
に
被
災
地
で
は
、

意
識
の
覚
醒
と
新
た
な
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
は
ダ
ボ
ス
会
議
で
知
り
合
っ

た
３
６
０
０
人
に
日
本
の
現
状

を
報
告
し
ま
し
た
が
、
総
じ
て

「
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
不
安
を

感
じ
る
が
国
民
は
誠
実
で
信
用

で
き
る
」
と
の
評
価
で
し
た
。

つ
ま
り
日
本
は
、
ト
ッ
プ
で
は

な
く
ボ
ト
ム
に
評
価
と
期
待
が

集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
に
集
ま
っ

た
一
億
円
近
い
寄
付
金
か
ら
、

「
夜
明
け
市
場
」
な
ど
の
ボ
ト

ム
か
ら
生
ま
れ
た
活
動
に
資
金

を
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

百
万
円
程
度
な
の
で
店
舗
の
修

復
や
再
オ
ー
プ
ン
で
あ
っ
と
い

う
間
に
な
く
な
る
金
額
で
す
。

で
も
「
ボ
ト
ム
の
一
念
発
起
を

支
え
た
」
と
い
う
意
味
で
、
価

値
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

復
興
の
カ
ギ
は	

	

ソ
フ
ト
へ
の
投
資

　

災
害
復
興
に
は
「
若
者
」

「
よ
そ
者
」「
バ
カ
者
」
が
必
要

だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
過
去
の
成

功
体
験
や
し
が
ら
み
に
固
執
し

な
い
「
若
者
」、
地
域
や
業
界

の
常
識
に
捉
わ
れ
な
い
「
よ
そ

者
」、
そ
し
て
考
え
過
ぎ
ず
と

に
か
く
行
動
す
る
「
バ
カ
者
」。

　

Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
を
機
に
行
動
を

起
こ
し
た
多
く
は
「
若
者
」

だ
っ
た
し
、
彼
ら
の
常
識
外
れ

な
発
想
は
平
時
で
は
「
バ
カ

者
」
扱
い
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活
動
に
「
よ

そ
者
」
を
加
え
る
と
い
い
。
例

え
ば
農
業
や
漁
業
で
規
制
緩
和

を
行
い
、
多
く
の
産
業
に
新
規

参
入
を
促
す
の
も
一
つ
の
手
だ

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
民
間

企
業
が
東
北
に
支
社
や
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て
も
い
い
。

よ
そ
者
の
参
入
は
雇
用
を
生
み
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝

播
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
は
、
視
点
を

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
に
移
す
べ

き
で
し
ょ
う
。
多
く
の
被
災
地

に
と
っ
て
、
大
き
な
課
題
は
地

域
と
産
業
の
成
長
。
こ
の
一
年

は
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

整
備
が
進
み
ま
し
た
が
、
私
は

真
の
成
長
は
人
の
成
長
で
し
か

成
り
立
た
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
か
ら
も
い
く

つ
も
の
取
組
み
が
生
ま
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
息
吹
が
た
く
さ
ん
、

か
つ
大
き
く
育
た
な
い
と
復
興

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
教
育
が
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
楽
天
の
三
木
谷
社
長

や
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
南
場
元
社
長
は

Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｂ
Ａ
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
学
校
。

こ
の
教
育
の
場
が
な
け
れ
ば
両

社
が
展
開
す
る
事
業
も
、
そ
の

雇
用
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
私
は
、
教
育
の
場
を
提

供
す
る
た
め
グ
ロ
ー
ビ
ス
大
学

院
の
仙
台
校
を
立
ち
あ
げ
ま
し

た
。
１
週
間
で
立
ち
上
げ
を
決

め
た
私
は
、
お
そ
ら
く
「
バ
カ

者
」
の
部
類
に
入
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
震
災
で
多
く
の
方
の
意

識
が
変
わ
っ
た
今
、
教
育
に

よ
っ
て
多
く
の
起
業
家
精
神
を

生
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
精

神
の
伝
播
が
、
東
北
の
復
興
を

支
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

だ
か
ら
二
年
目
以
降
も
、
私

は
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
を
継
続
し
ま
す
。

人
と
出
会
い
、
夢
や
希
望
を
語

る
場
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
ほ
り
よ
し
と
）

京
都
大
学
卒
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
。
住
友
商
事

㈱
を
経
て
、
92
年
に
㈱
グ
ロ
ー
ビ
ス
、
06
年
に
グ
ロ
ー
ビ
ス
経

営
大
学
院
を
開
学
。
11
年
３
月
に
「Project 

Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｗ
」

を
旗
揚
げ
。
被
災
地
で
の
起
業
家
育
成
等
を
行
う
。

（
さ
と
う
な
お
ゆ
き
）

㈱
電
通
に
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
で
活

躍
。
著
書
『
明
日
の
広
告
』
は
９
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
。
11
年
３
月
、
同
社
退
社
。
㈱
ツ
ナ
グ
代
表
。
最
新
刊

に
『
明
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
が
あ
る
。

グロービス経営大学院　学長
Ｐｒｏｊｅｃｔ ＫＩＢＯＷ　発起人

助けあいジャパン　発起人
（株）ツナグ　代表

堀 義人さん佐藤 尚之さん
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福島で撮影された映画『トテチータ・チキティータ』は、
３月 10 日に福島県で先行公開、４月から順次全国公開

悲
惨
な
映
像
や
、
感
動
的
な
経

験
談
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
任

せ
よ
う
。
未
来
に
対
し
て
、
ど

う
す
べ
き
か
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
纏
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

人
選
で
ま
た
意
見
が
割
れ
る
。

偉
い
人
を
並
べ
れ
ば
良
い
の

か
？
市
井
の
人
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
べ
き
か
？
外
部
の
方
に

も
相
談
し
た
が
、
そ
こ
で
も
意

見
は
割
れ
る
。
ひ
と
つ
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、「
女
性
、
若

者
、
外
国
人
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
い
た
だ
い
た
時
だ
。

彼
は
い
つ
で
も
人
選
を
考
え
る

と
き
は
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
す
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、

「
女
性
を
呼
ぶ
と
き
は
、
自
分

が
会
い
た
い
人
か
ら
順
番
で
す
」

と
の
あ
り
が
た
い
教
え
も
授

か
っ
た
。

　

結
果
、
7
名
の
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

最
前
線
で
復
興
に
携
わ
る
方
々

で
あ
る
。
貴
重
な
お
時
間
を
い

た
だ
き
、
紙
面
に
は
収
ま
ら
な

い
ほ
ど
の
お
話
を
お
伺
い
し
た
。

皆
さ
ま
聡
明
で
見
識
も
深
い

方
々
だ
。
お
聞
き
し
た
内
容
が
、

過
不
足
無
く
紙
面
に
落
と
し
込

め
た
か
悩
み
な
が
ら
校
了
し
た
。

あ
の
日
か
ら
も
う
す
ぐ
1
年
。

こ
の
紙
面
を
読
む
、
多
く
の
方

の
生
活
が
変
わ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
ま
だ
1
年
。
人
生
の

中
の
、
ほ
ん
の
短
い
期
間
に
過

ぎ
な
い
。
ま
だ
ま
だ
時
間
を
か

け
て
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

（
T
）

震
災
か
ら
１
年
を
目
前

に
控
え
、
皆
さ
ま
の
お

手
元
に
届
く
紙
面
を
ど

う
す
べ
き
か
編
集
部
で

も
様
々
な
意
見
が
出
た
。

　

震
災
後
の
福
島
県
で
ロ
ケ
を

行
い
話
題
と
な
っ
て
い
る
映
画

『
ト
テ
チ
ー
タ
・
チ
キ
テ
ィ
ー

タ
』
が
、
３
月
10
日
に
福
島
県

で
先
行
公
開
、
４
月
か
ら
順
次

全
国
公
開
す
る
。

　
「
日
常
で
続
く
困
難
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
必
要
な
の
は
、

涙
で
は
な
く
活
力
で
あ
り
、
希

望
だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

こ
め
た
と
い
う
作
品
は
、
震
災

後
の
福
島
を
舞
台
と
し
た
、
家

族
と
故
郷
愛
に
あ
ふ
れ
た
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
ド
ラ
マ
。
監
督
は
古

勝
敦
、
出
演
は
豊
原
功
補
、
松

原
智
恵
子
、
寿
理
菜
、
葉
山
奨

之
ほ
か
。

　

震
災
の
影
響
で
一
時
は
製
作

が
あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
10
月
よ

り
撮
影
を
敢
行
。
エ
キ
ス
ト
ラ

や
炊
き
出
し
に
お

い
て
も
地
元
の
協

力
を
得
な
が
ら
、

ロ
ケ
地
も
当
初
は

伊
達
市
を
中
心
と

し
た
県
北
地
域
の

み
で
の
予
定
だ
っ

た
が
、
地
元
民
の

要
望
も
あ
り
白
河

市
、
会
津
若
松

市
、
い
わ
き
市
、

郡
山
市
と
福
島
全

域
に
拡
大
し
た
。

　

エ
キ
ス
ト
ラ
と

●	これからの自治体とNGO/NPO	の連携の
あり方～震災で得た教訓を今後どう活
かすのか～

【日時】 ３月１３日（火）１３：３０〜
【会場】 ( 財 ) 自治体国際化協会 大会議室
【内容】 災害支援に取り組む NGO や実際に

震災を経験した自治体等から、今までの震
災で得た教訓やノウハウを活かし国内外で
展開している活動を紹介。人気の「楽しく
学ぶ防災プログラム」も体験できる。参加
費無料。交流会あり（有料）【主催】( 財 )
自治体国際化協会 市民国際プラザ

【申込・お問い合わせ】
０３（５２１３）１７３４
／ international_cooperation@plaza-clair.jp

【URL】
h t t p : / / w w w . p l a z a - c l a i r . j p / p l a z a /
event120313.html 

●	石巻専修大学「共創研究センターシン
ポジウム～共生社会をめざして」

	【日時】 ３月 １７日（土）、１８日（日） 
 両日とも１３：００〜

【会場】 石巻専修大学　
 ５号館３階　５３０１教室

【内容】 石巻市と石巻専修大学との地域連
携事業による研究プロジェクト。各研究
テーマは、継続課題も含め、復興や大災害
に対する備えに関しての貢献を目的とする
議論が中心。石巻市からの講演を交え、今
後の発展を見出す機会となることを目指
す。参加費無料。

【主催】石巻専修大学【申込】不要
【お問い合わせ】０２２５（２２）７７１１
（石巻専修大学共創研究センター）
【URL】

http://www.isenshu-u.ac.jp/general/resarch_
center/topics/20120206.html

に
唯
一
の
帽
子
メ
ー
カ
ー
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
帽
子
に
し

て
、
多
く
の
人
に
か
ぶ
っ
て
も

ら
お
う
、
大
漁
旗
の
柄
を
活
か

せ
る
ハ
ン
チ
ン
グ
が
い
い
と
話

が
ま
と
ま
り
、
製
造
が
始
ま
っ

た
。

新
し
く
船
を
造
っ
た
際
に
友
人

や
知
人
か
ら
贈
ら
れ
、
進
水
式

に
誇
ら
し
く
飾
ら
れ
る
大
漁

旗
。「
購
入
し
た
人
に
は
、
い

つ
の
日
か
南
三
陸
町
に
来
て
ほ

し
い
」
と
菅
原
さ
ん
は
語
る
。

■
大
漁
旗
ハ
ン
チ
ン
グ　

大
人

用
・
子
供
用
と
も
に
６
７
０
０

円
（
そ
の
う
ち
一
部
は
漁
協
に

寄
付
）
※
売
切
れ
の
場
合
あ
り

／
南
三
陸
町
観
光
協
会
公
式
み

な
み
な
屋

m
shop@m

-kankou.jp

み
な
屋
』
が
販
売
し
て
い
る
。

今
ま
で
に
約
１
０
０
枚
の
大
漁

旗
か
ら
２
０
０
個
近
く
が
製
造

さ
れ
た
。

震
災
で
約
８
割
の

船
が
被
害
に
あ
っ

た
。
船
が
な
い
と

大
漁
旗
は
飾
れ
な

い
。
で
も
、
ど
う

し
て
も
捨
て
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

多
く
の
漁
師
さ
ん

が
洗
っ
て
大
切
に

保
管
し
て
い
る
と

聞
い
た
『
み
な
み

な
屋
』
店
長
の
菅

原
さ
ん
は
、
思
い

大
漁
旗
を
町
の
帽
子
メ
ー

カ
ー
が
縫
製
し
、
観
光
協

会
公
式
シ
ョ
ッ
プ
『
み
な

が
詰
ま
っ
た
旗
を
何
か
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
方
法
が
な
い
か

考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、
町

　

大
漁
旗
ハ
ン
チ
ン
グ

は
、
す
べ
て
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ
南
三
陸
」。
本
物
の

福
島
全
県
ロ
ケ
の
映
画
、

３
月
公
開
へ

し
て
地
元
の
人
々
が
多
く
登
場

す
る
こ
と
も
あ
り
、
福
島
県
民

の
期
待
の
つ
ま
っ
た
作
品
と
な
っ

た
。
制
作
側
は
「
将
来
へ
の
不

安
は
続
く
中
で
も
、
福
島
の

人
々
は
前
を
向
い
て
生
き
て
い

る
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
話
す
。

「
東
北
復
興
新
聞
」
を	

　
　

一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か

「
東
北
復
興
新
聞
」
で
は
、
復
興

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団

体
、
行
政
担
当
者
な
ど
の
、
復

興
の
担
い
手
に
役
立
つ
情
報
を

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。「
オ

ピ
ニ
オ
ン
」
へ
の
投
稿
、「
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」「
復
興
の
き

ら
星
」
な
ど
へ
の
推
薦
、
感
想

な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
もinfo@h-u-g.jp

ま
で
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
復
興
新
聞
は
、

希
望
さ
れ
る
方
へ
無
料
で
郵
送

し
て
お
り
ま
す
。
郵
送
費
、
運

営
費
に
充
て
る
資
金
の
ご
支
援

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
新
聞
Ｈ
Ｐ
の
協
賛
金

コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南三陸の思いをつなぐ帽子

大漁旗ハンチング
みなみな屋

釜石、青葉公園商店街。東京藝術大の学生と
地域の人々が協力し彩り豊かに装飾された。

仮設商店街を華やかに！

2

NPO法人HUGが、巻頭特集のアレンジおよび記事執筆、撮影を担当しました。
また、同号告知の読者限定の東北スタディツアーを実施します。

ソトコト ＋『 』4月号
減災のための

東北の力を学ぶ、スタディツアー3.11学
2012年3月5日発売

ロハスピープルのための快適生活マガジン

特

集

4月14日（土）～
　　    15日（日）

スタディーツアー実施

※

詳
細
は『
ソ
ト
コ
ト
』誌
面
で
！

CHECK
!!
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